[image: image1.wmf][image: image2.wmf][image: image3.wmf]　食品の栄養表示基準制度として、ダイエットや成人病予防を目的として「低エネルギー」「ノンカロリー」「塩分ひかえめ」「低糖」などの「低」食品があり、その一方でカルシウムや食物繊維、鉄などの不足しやすい成分を加えた食品が出回っている。これらの食品の栄養に関する表示のあいまいさや偏った栄養情報をなくすために表示基準が厚生省により作成された。1995年に行われた栄養改善法の改正に伴う制度で、96年5月24日施行、98年3月末までを準備期間としている。

[image: image4.wmf]　この制度によって、食品の栄養成分やエネルギーに関する表示を行う場合には、目的とする成分だけでなく、エネルギー、たんぱく質、脂質、糖質、ナトリウムの各含有量の表示が必要となった。また、「ゼロ」「無」「低」「ひかえめ」「カット」、「高」「豊富」「増」「源」などの表示についてその基準が示され、「ノンカロリー」は100g（液体は100ml）あたり5kcal未満、「低エネルギー」は100g（ml）あたり40kcal（液体は20kcal）以下、「低糖」は100g（ml）あたり5g（液体は2.5g）以下でなくてはならない。この制度の導入に伴い、従来の厚生大臣の個別許可による栄養強化食品制度は廃止された。今後の課題としてアメリカのように原則としてすべての包装食品において栄養成分を表示することや、ナトリウムではなく塩分の表示などが求められている。（『情報・知識imidas1998』集英社）
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心も体も元気モリモリ。


バランスの良い食事をしましょう。
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